








クレチン症の新生児期の症状

最近の研究により生後 3カ月迄に本症を発見し治療を行えば知能障害は起らな

いかごく軽度にくい止めることが出来ると分っている。生後 3 カ月迄の発見,

治療の必要性を強調されるのは甲状腺欠損症 Athyreosis と甲状腺低形成

hypoplasia についてである。特に新生児期に症状の出現するものはまず

Athyreosis と考えてよい。新生児期から 1 カ月の間に出現する症状を頻度の

多いものから並べたものがチェックリストである。


